
須坂市議会に関するアンケートご協力のお願い 

 

市民の皆様には、日頃から市議会議員の諸活動にご理解とご協力をいただき、大変あり

がとうございます。 

さて、今年の２月の須坂市議会議員選挙は、初めて無投票となり、定員と同数の 20 名の

市議会議員が新たに誕生しました。須坂市議会議員選挙は、近年は、立候補者が定数を１

ないし２上回る状況で推移しています。マスコミ等でも地方議会議員のなり手不足につい

て報道されておりますが、須坂市でも深刻な課題であると捉え、市議会では、３月に「市

議会議員選挙の課題等検討特別委員会」を設置し、検証を行っていくこととしました。 

今回、市民のみなさんが、議会や議会制度をどのように捉え、議員の活動をどのように

考えておられるかお聞きし、議員のなり手不足解消の方策を探るため、「須坂市議会に関す

る市民アンケート」を実施することとしました。市民の皆様の忌憚のないご意見をお寄せ

いただければ幸いです。 

アンケートは、市内にお住まいの 18 歳以上（令和元年 10 月１日時点）の方から 2,000

人を無作為抽出させていただき、ご協力をお願いいたしました。お忙しいところ恐縮です

が、本調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願い申し上げます。 

 

令和元年 11 月 

 

                       須坂市議会議長 中島 義浩 

 

<アンケートご記入にあたってのお願い> 

 ◆本アンケートは無記名でお答えいただき、市議会の活動の活性化、特に議員のなり手

不足解消の方策の検討を進める上で参考とさせていただきます。個人が特定されたり、

個人に関する情報が公表されることはありません。率直なご意見をお書きください。 

 

 ◆必ず「宛名ご本人」様がお答えください。なお、無作為抽出のため、ご病気等によ

り、ご回答いただけない方にも届いてしまう場合があります。その際はご容赦くださ

いますようお願いいたします。 

 

◆回答は、回答用紙に記入いただき、同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、 

令和元年 11 月２２日（金）までにお近くのポストへ投函していただきますようお願い

いたします。 

 

 
<このアンケート調査に関するお問い合わせ先> 

須坂市議会事務局 

  電話：026-248-9014（局専用） 

  電子メール：s-gikaijimukyoku@city.suzaka.nagano.jp 



須坂市議会に関するアンケート質問票 

 

設問１ ご回答いただく方について 

①  あなたの性別をお答えください。  男 ・ 女 

②  あなたの年齢をお答えください。 

 10 代・ 20 代・ 30 代・ 40 代・ 50 代・ 60 代・ 70 代以上  

 

設問２ 市議会の活動、広報等について 

① 市議会の活動に関心がありますか   

ア 関心がある      イ 関心がない      ウ どちらとも言えない 

 

② 市議会報「こんにちは須坂市議会です」を読んでいますか 

ア すべて読む 

イ 関心のあるものだけ読む 

ウ ほとんど読まない  

 

③  議会のホームページをご覧になったことはありますか。 

ア よく見ている 

イ ときどき見ている  

ウ ホームページの存在を知らない （見たことがない） 

 

④  市議会一般質問のケーブルテレビ中継（録画を含む）を見たことがありますか 

ア 毎回よく見ている 

イ たまに見ることはある 

ウ 見たことはない 

エ ケーブルテレビに加入していない 

 

⑤  議会や議員の活動状況などの情報をどこから得ていますか。（複数回答可） 

ア 市議会報（こんにちは須坂市議会です） 

イ 議員から直接聞いている 

ウ 議員個人の報告会・チラシ等  

エ 市議会ホームページ 

オ その他  

 

⑥  市議会の活動に望むことはありますか 

ア 特にない         イ ある（具体的に回答用紙に記入ください。） 

 



設問３ 市議会議員に関して 

①  議員が、市民の代表として市政に市民の声を反映していると思いますか。 

ア 反映していると思う 

イ 反映していないと思う 

ウ わからない 

 

※「反映していないと思う」を選択した方のみその理由をお答えください。（複数回答可） 

ア 市民との対話がない 

イ 市民の要望が実現されていない 

ウ 議会で積極的に発言していると思えない 

エ その他（具体的理由を回答用紙に記入ください。） 

 

② 議員に自分の意見や要望を伝えていますか。 

ア 伝えている          イ 伝えていない 

 

※「イ 伝えていない」を選択した方のみ、その理由をお答えください。（複数回答可） 

ア 伝える意見や要望が特にない 

イ 伝える手段が分からない  

ウ 議員に意見・要望しても実現しない 

エ 意見や要望は直接市長や職員に伝えている  

オ 知っている議員がいない 

カ 区長へ要望している 

キ その他 （具体的理由を回答用紙に記入ください。） 

 

③ 今の市議会議員に望むことはありますか（複数回答可） 

ア 市および市民の利益となるような政策の提言 

イ 市の行財政運営などに対する議会のチェック機能 

ウ 市民生活で困っていることの相談相手 

エ 議会報告会の開催 

オ 特にない 

   カ その他 （具体的に回答用紙に記入ください。） 

 

設問４ 市議会議員のなり手不足について 

① 議会による健全な審議や市政のチェック機能を今後も継続していくため、あなたは、

議員定数は何人がよいと思いますか。また、その理由を回答用紙に記入ください。 

ア 現状のまま（定数 20 人） 

イ 少なくした方がいい 

ウ 多くした方がいい 



② 近年多くの市町村議会議員選挙で無投票となり、議員のなり手不足問題が深刻化して

おります。あなたが立候補するには何が障害になりますか。（複数回答可） 

ア 家族の理解 

イ 議員と仕事（家事などを含む）の両立ができない 

ウ 政治に関心がない  

エ 選挙費用がかかる 

オ 議員報酬が低い 

カ その他 （具体的に回答用紙に記入ください。） 

 

③ 議員のなり手不足の問題は、今後、どの市町村でも予想されます。今後も議会制度を

維持していくためには、 どうしたらよいと思いますか。（複数回答可） 

ア 市民の市政への関心を高める 

イ 議会の役割を市民に広く知らせる 

 ウ 議員が市民との対話を積極的に行う 

 エ 議会と議員の活動を市民に知らせる  

オ 議員報酬を高くする 

カ その他 （具体的に回答用紙に記入ください。） 

 

④ 会社員等をしながら議員をすることについて、あなたはどのように考えますか。 

ア 議員は兼業でも良い 

イ 議員は専業でやるべき 

ウ 現職の会社員等も立候補でき、議員を辞めたら復職できる制度を国が作るべき 

エ その他（具体的に回答用紙に記入ください。） 

 

⑤ あなたが議員になるとしたら、議員報酬は月額どれぐらい必要ですか。金額を回答用

紙に記入ください。 

 

⑥ 議員には独自の年金制度はありません。厚生年金に加入する制度は、必要だと思いま

すか。 

ア 必要          イ 必要ない 

 

設問５ 市議会、市議会議員に対するご意見がありましたら自由に回答用紙に記入ください。 

 

 

 以上で質問は終わりです。ご協力ありがとうございました。 


